
「かんぽの郷庄原」に関する意見調査票

日本郵政㈱は、宿泊事業の検討対象施設について、譲渡・閉館等の配置見直しを行っています。

こうしたなか、令和元年 11 月に日本郵政㈱より本市へ「かんぽの郷庄原」の譲渡について打診がありま

した。

「かんぽの郷庄原」は、平成 13（2001）年４月の開業以降、広く市民の皆さんに利用されている施設

であり、その存否が市民生活や地域経済等に大きな影響を及ぼすと考えられます。

ついては、市民の皆さんのご意見を参考とし、市として方針決定を行うため、以下の調査票によりご意

見をいただきますよう、ご協力をお願いいたします。

あなた（記入者）ご自身についてお聞きします。

○あなたの年齢を教えてください。（記入例：30 代） ⇒（ 60 ）代

○あなたのお住いの地域を教えてください。

（記入例：庄原地域 東城地域 市外 など）   ⇒（ 庄原地域  ）

○昨年（2019 年）において、何回程度「かんぽの郷庄原」を利用されましたか。 ⇒（  1 ）回程度

「かんぽの郷庄原」の今後のあり方についてご意見をお伺いします。

2020.3.17

●「かんぽの郷庄原」について、今後どうあることが望ましいと思いますか。

1 この問題を考えるうえで、ふまえる必要があるのは、かんぽの郷庄原は、郵政省の政策にもとづ

き、「地元自治体と連携して健康でゆとりある地域社会づくりにも貢献する」ことを目的に建設され

たものであり、それを引き継ぐ日本郵政㈱は、資本金 3 兆 5 千億円を超える超大企業であり、その

社会的責任を果たす責任があるということです。

2 かんぽの郷庄原は、「簡易保険福祉事業団」の計画で、宿泊利用者年間 3 万 8千人、日帰り利用者

年間 3 万 9 千人、25 年後で税引後当期利益の累計は 1 億 3 千万円の見通しとしてきました（別紙資

料・新聞記事を参照ください）。

現在の宿泊利用者年間 3 万 5,664 人、日帰り利用者年間 8 万 3,216 人は、当初計画と大差ないも

のであり、日本郵政㈱は、運営にあたってきた、㈱サンヒルズ庄原のこれまでの努力を高く評価すべ

きです。

3 こうした点をふまえるなら、建設からわずか 20年で撤退するなどという無責任なことは決して許

されることではありません。

4 日本郵政㈱は、日本を代表する超大企業であり、体力は十分です。

日本郵政㈱に対し、当初の目的である「地元自治体と連携して健康でゆとりある地域社会づくり

にも貢献する」という約束をまもり、㈱サンヒルズ庄原への委託料を現在よりも引き上げながら、ひ

きつづき営業を継続するよう、求めつづけるべきだと考えます。

5 市が、この問題に真剣にとりくみ知恵を発揮することは重要ですが、先に述べたように、第一義的

に日本郵政㈱自らが、その社会的責任を果たすべき問題であり、その責任を果たさせるためにこそ、



市民と力をあわせ、全力をつくすべきだと考えます。

6 市民のくらし、福祉、教育を最優先すべき地方自治体が、このように大規模な「事実上のホテル

業」に手をだすことは、間違っても、あってはならないと考えます。

             2020.3.17        729-6141 庄原市水越町 598 藤木邦明

●その他ご意見等ございましたら、ご自由にご記入ください。

貴重なご意見をいただきありがとうございました。

－問い合わせ先－

〒727-8501 庄原市中本町一丁目 10 番１号

庄原市 企画振興部 企画課 企画調整係

【電話】0824-73-1128

【F A X】0824-72-3322

【メール】kikaku-chousei@city.shobara.lg.jp








